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 1) 被評価者の努力過程をモニタリングする負担 
 2) 被評価者に評価結果を説明し納得させる負担 
 3) 上位管理者や他の管理者に、自分が行った評価を説明し納得させる負担 























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         





 １）被評価者の努力過程をモニタリングすることが困難な時、評価者は客観的指標を根拠にして   
査定を行う。逆に、モニタリングが容易であれば、客観的指標以外も査定根拠にして、査定   
を行う。（仮説１） 




























































しめる業績評価のウェイトは、昇給・ 昇格に関しては 60%、賞与に関しては 70%である。業績評価
項目は、目標管理の達成度、チーム目標貢献度、定常業務の量、定常業務の質の 4項目である。能力





































 推定方法は被説明変数が非連続の変数であることを考慮し、通常のOLS ではなくOrdered logit法
を用いる。被説明変数は業績評価結果である。A,B,C,D,Eの５段階の評価を 5,4,3,2,1と読み替えたも
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
*6 分析対象となる営業所長は、査定内容を認識していると人事部門は説明する。 
*7 本研究のためにＤ社が作成した指数。ある営業所の指数は次のように計算される。 
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　 標本数 平均値 標準偏差 標本数 平均値 標準偏差 標本数 平均値 標準偏差
業績評価 55 3.330.944 28 2.960.744 27 3.700.993
売上予算規模指数 55 1.000.534 28 0.780.405 27 1.230.560
営業部下数 55 4.912.066 28 4.252.188 27 5.59 1.716
内勤部下数 55 2.621.421 28 2.291.652 27 2.961.055
年齢 55 46.416.614 2850.293.974 27 42.386.434
学歴 55 4.001.000 28 3.861.008 27 4.15 0.989
等級 55 7.421.066 28 7.681.056 27 7.15 1.027
売上高達成率 55 0.940.115 28 0.910.107 27 0.960.121
利益達成率 55 0.800.256 28 0.820.153 27 0.780.334
売上高成長率 55 0.990.148 28 0.990.170 27 0.980.124
売上ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ達成率55 0.810.197 28 0.710.115 27 0.910.215






:Ologit 係数 ｐ値 係数 ｐ値 係数 ｐ値 係数 ｐ値 係数 ｐ値 係数 ｐ値
売上予算規模指数 -4.3570.019-3.6190.007-67.1330.230-49.4040.063 -0.144 0.959
営業部下数 0.0340.912 7.7430.220 5.7510.068 -0.7990.187-0.7090.073
内勤部下数 1.2010.003 0.9170.007 8.0000.225 5.6870.080 0.8740.347 0.7120.165
年齢 -0.1460.028-0.1260.025-0.2700.278 -0.2200.177 -0.2350.031
学歴 0.2640.467 4.3540.202 3.1860.116 -0.1520.833
売上高達成率 10.4430.05416.2130.000 8.3080.662 -14.3670.388-18.6610.131
利益達成率 -2.6620.162-2.9270.072 7.0780.483 -1.3500.722
売上高成長率 6.3920.086 25.3860.314 17.8600.119 39.943 0.02743.1630.008
ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ利益達成率14.3360.00012.9510.000128.8610.25287.3670.057 7.754 0.166 6.6260.014
標本数 55 　 55　 28　 28 27　 27
疑似決定係数 0.392 0.368 0.748 0.708 0.425 0.422
*説明変数の選択はＡＩＣ値にもとづいた
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